
i n f o r m a t i o n

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
３
６
万

６
０
０
０
円
を
追
加
し
た
も
の
で

す
。
補
正
後
の
予
算
総
額
は
13
億

７
４
４
１
万
３
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
次
の
意
見
書
は
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
な

ど
関
係
者
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

■
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

■
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る

決
議

　
左
の
表
の
と
お
り
、
２
つ
の
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
15
人
の
議
員
か
ら
25
項
目
に

お
よ
ぶ
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
引
用
す
る
条
文
を
整
理
す
る

と
と
も
に
、
個
人
番
号
を
利
用
す

る
事
務
を
追
加
す
る
た
め
、
改
正

し
た
も
の
で
す
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
平
成
29
年
度
の
事
業
と
し
て
施

工
す
る
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
事
業
南
波
多
義
務
教
育
学
校
建

築
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
で
す
。

議

会

報

告

平
成
29
年
第
２
回
定
例
会

　
平
成
29
年
伊
万
里
市
議
会
第
２
回
定
例
会
が
６
月
12
日
か
ら

28
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
条
例
議
案
１
件
、
一

般
議
案
18
件
、
予
算
議
案
２
件
、
意
見
書
案
１
件
、
決
議
案
１

件
の
審
議
、
ま
た
一
般
市
政
に
対
す
る
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同

意
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命（
14
件
）

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
う
新
た
な
農
業
委
員

会
制
度
に
お
け
る
委
員
に
、
松
尾

梨
香
氏
ほ
か
13
名
を
任
命
す
る
た

め
、
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の

で
す
。

■
監
査
委
員
の
選
任

　
議
会
選
出
の
監
査
委
員
　
樋
渡

雅
純
議
員
の
辞
任
に
伴
い
、
新
た
に

松
永
孝
三
議
員
を
選
任
す
る
た
め
、

議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　
バ
ス
交
通
支
援
事
業
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事

業
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
事

業
、
農
業
用
用
排
水
路
施
設
等
整

備
事
業
、
駅
ビ
ル
機
能
強
化
事

業
、
自
治
区
活
動
促
進
事
業
な
ど

に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
歳
入
・

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
７
５
２
万

４
０
０
０
円
を
追
加
し
た
も
の

で
す
。
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

２
５
５
億
２
２
２
１
万
９
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

■
平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
還
付
金
な
ど
を
追
加
す
る
た
め

条
例
議
案

一
般
議
案

決
　
議

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

予
算
議
案

意
見
書

◎舩 津   賢 次
○前 田   敏 彦

松 尾   雅 宏
多久島     繁
草 野   　 譲
渡 邊   英 洋
笠 原   義 久

◎梶 山   　 太
○弘 川   貴 紀

前 田   邦 幸
力 武   勝 範
東 　   真 生
香 月   孝 夫
松 永   孝 三

特別委員会
◎は委員長、○は副
委員長、敬称略

地 方 創 生
調 査 特 別 委 員 会

議 会 基 本 条 例
推 進 特 別 委 員 会
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インフォメーション

　伊万里港は、昭和 42 年に外国との貿易が可能となる開港指定を受けてから 50 年の節目の年を迎えてい
ます。市の発展と切り離すことができない関係にある伊万里港は、時代の流れとともにさまざまな役割を担
いながら発展し、現在は国際貿易港としての存在感を世界に示しています。
　このシリーズでは、50 年の節目を契機として、改めて開港指定から現在に至るまでの変遷を振り返り、将
来に向けさらに発展していく可能性を秘めた伊万里港を紹介していきます。

伊万里みなと祭り 2017

伊万里港開港 50 周年記念シリーズ①

伊万里港の変遷（上）

● 問合先　伊万里港開港 50 周年記念事業推進室（ 　☎㉓２４６６）

内　容　
▷帆船『日本丸』によるセイルドリル・一般公開
▷帆船『みらいへ』によるクルージング
▷記念式典、ステージイベント
▷物産展、企業等ＰＲ展
▷波多津みなと祭り
　（伊万里港 50 周年とのコラボレーション）
▷プロジェクションマッピング、花火　など

※８月１日現在の予定であり、変更になる場
　合があります。詳細は、広報伊万里 10 月
　号掲載予定のシリーズ③でお知らせします。

日　時　11 月３日（金・祝）、４日（土）

場　所　黒川町七ツ島地区、山代町久原地区

↑帆船『みらいへ』

↑平成９年頃の七ツ島地区。コンテナター
　ミナルが整備されている。

↑平成９年頃のコンテナターミナルの様子。
　コンテナの数も少ない（現在は４段積み）。

開
港
か
ら
『
九
州
の
奇
跡
』
へ

　
伊
万
里
港
は
、
昭
和
42
年
６
月

１
日
に
開
港
指
定
を
受
け
、
世
界

に
開
か
れ
た
国
際
港
と
な
り
ま
し

た
。
当
時
は
検
疫
港
、
出
入
国
管

理
港
の
指
定
を
受
け
て
お
ら
ず
、

税
関
施
設
や
港
の
施
設
整
備
の
不

足
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
年
の
伊
万
里
市
は
未
曽
有
の
大

水
害
に
み
ま
わ
れ
、
伊
万
里
港
の

船
出
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
開
港
当
時
の
伊
万
里
港
に
は
、

七
つ
島
地
区
は
ま
だ
存
在
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
昭
和
47
年
に
工
業
団

地
の
造
成
が
始
ま
り
、
昭
和
48
年

に
株
式
会
社
名
村
造
船
所
が
操
業

を
開
始
し
ま
す
。
開
港
か
ら
10
年

目
の
昭
和
52
年
に
は
、
伊
万
里
工

業
団
地
の
造
成
が
始
ま
り
ま
す
。

し
か
し
、
不
況
の
波
が
押
し
寄
せ
、

伊
万
里
港
の
中
心
的
貨
物
で
あ
っ

た
木
材
市
場
が
不
況
の
あ
お
り
を

受
け
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
60
年
頃
か
ら
は
、
伊
万
里

港
の
地
理
的
優
位
性
が
見
直
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
海
上
貿
易
拠
点

と
し
て
徐
々
に
上
昇
気
流
に
乗
っ

て
い
き
ま
す
。
平
成
に
入
る
と
、

伊
万
里
港
は
大
き
な
変
革
が
起
こ

り
ま
す
。
水
産
加
工
企
業
の
新
た

な
進
出
の
ほ
か
、
七
つ
島
地
区
に

お
い
て
は
、
港
湾
の
主
流
と
な
っ

て
い
た
コ
ン
テ
ナ
荷
役
を
導
入
す

る
べ
く
整
備
が
進
め
ら
れ
、
平
成

９
年
４
月
に
韓
国
・
釜
山
港
と
の

間
に
国
際
コ
ン
テ
ナ
定
期
航
路
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
代
以

降
、
伊
万
里
港
は
活
況
を
呈
し
、

後
に
『
九
州
の
奇
跡
』
と
も
呼
ば

れ
る
大
躍
進
を
遂
げ
て
い
き
ま
す
。

（
９
月
号
に
続
く
）

↑開港当時の伊万里港。七ツ島地区や久原
　南地区にはまだ工業団地はない。

↑工業団地が整備され始めた頃の伊万里港。
　この後さまざまな企業が進出していく。

↑帆船『日本丸』

伊万里港開港 50 周年記念事業

浦ノ崎地区

七ツ島地区

久原北地区

久原南地区

伊万里工業団地

七ツ島工業団地
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インフォメーション

■受付期間
　８月１日（火）～ 21 日（月）

　（土・日曜日、祝日を除く 午前８時 30 分～午後５時 15 分）
※ 郵送の場合は、８月 21 日の消印のあるものまで有効
■１次試験
● 試験日　　９月 17 日（日）
● 試験会場　市民センター
● 試験内容
▷一般事務Ａ・B、保育士、幼教・保育士、保健師
　高等学校卒業程度の教養試験
▷土木、建築 A　高等学校卒業程度の教養試験、専門試験
▷建築Ｂ　民間企業などでの職務経験などを勘案した書類

審査

■申込書・試験案内の請求
▷８月１日以降に総務課で配布します。
▷郵送での請求は、封筒に『職員採用試験申込書請求』
　と朱書きし、120 円切手を貼

は

った あて先明記の返信用封
筒（角形２号・Ａ４サイズ）を同封してください。

■申込・問合先
　〒 848-8501
　伊万里市立花町1355番地１
　伊万里市役所総務課職員係
　（　☎㉓２１２７）

※ 詳細は、『平成 29 年度伊万里市職員採用試験案内』で確認してください。

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格（建築Ａ以外は学歴は問いません）

一般事務Ａ ６人程度
昭和 62 年４月２日か
ら平成 12 年４月１
日までに生まれた人

ー
▷一般事務Ａ、保

育士、幼教・保
育士は、次のい
ずれかに該当す
ること

①平成 29 年４月
１日現在、伊万
里市に住民登録
し、引き続き居
住している人

②伊万里市に居住
し て い た 人 で、
当時生計を同じ
くしていた２親
等以内の親族（①
に該当）を残し、
市外に居住して
い る 人（ 学 生、
U ターン希望者
など）

一般事務Ｂ
（身体障害者）

１人程度
昭和 62 年４月２日か
ら平成 12 年４月１
日までに生まれた人

次の条件のすべてを満たす人
①身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度

が１級から６級までの人
②介護者なしに職務遂行が可能な人
③活字印刷文による出題および口頭による面接試

験に対応が可能な人

保育士 １人程度
平成２年４月２日以
降に生まれた人

保育士の資格取得者、または平成 30 年３月 31 日
までに資格取得見込みの人

幼教・
保育士

２人程度
平成２年４月２日以
降に生まれた人

幼稚園教諭と保育士の両方の資格取得者、または平
成 30 年３月 31 日までに両方の資格取得見込みの人

土　木 １人程度
昭和 62 年４月２日か
ら平成 12 年４月１
日までに生まれた人

ー

建築Ａ

１人程度

昭和 62 年４月２日か
ら平成 12 年４月１
日までに生まれた人

学校教育法に規定された大学、短大、高校もしくは
専門学校のいずれかにおいて建築課程を履修し卒業
した人、または平成 30 年３月 31 日までに卒業見
込みの人

建築Ｂ
（民間企業・

公務員経験）

昭和 57 年４月２日
以降に生まれた人

１級建築士または２級建築士の資格取得者で、次
の条件のいずれかを満たす人
①民間企業などで建築工事の設計、施工管理など

の業務経験が平成 29 年７月末現在、通算して
３年以上ある人

②平成 29 年８月１日現在、国家公務員または地方
公務員の技術職として勤務している人

保健師 ２人程度
昭和 62 年４月２日
以降に生まれた人

保健師の資格取得者、または平成 30 年３月 31 日
までに資格取得見込みの人

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格

伊万里の明日を担う市職員を募集します

私たちと伊万里
の未来を築きま
せんか
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インフォメーション

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

消防士

１人程度

平成２年４
月２日から
平 成 12 年
４月１日ま
でに生まれ
た人

①平成 29 年４月１日現在、伊万里市または有田町に住民登録をし、引き続き居住し
ている人

②伊万里市または有田町に居住していた人で、当時生計を同じくしていた２親等以内
の親族（①に該当）を残し、市外または町外に居住している人（学生、U ターン希望者）

※①または②のいずれかに該当し、採用後に伊万里市または有田町に居住することが
できる人に限ります。

③普通自動車第１種運転免許（オートマチック車限定は除く）取得者、または平成
30 年３月 31 日までに取得見込みの人

④視力は、両眼で 1.0 以上、かつ一眼でそれぞれ 0.3 以上であること（視力矯正を
含む）。赤色、青色および黄色の色彩の識別ができること。また、聴力が正常であ
ること。

救急救命士

昭 和 63 年
４月２日か
ら 平 成 10
年４月１日
までに生ま
れた人

①採用後に伊万里市または有田町に居住することができる人
②救急救命士免許を有する人
③普通自動車第１種運転免許（オートマチック車限定は除く）取得者、または平成

30 年３月 31 日までに取得見込みの人
④視力は、両眼で 1.0 以上、かつ一眼でそれぞれ 0.3 以上であること（視力矯正を

含む）。赤色、青色および黄色の色彩の識別ができること。また、聴力が正常であ
ること。

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格
▷伊万里有田共立病院

■受付期間
　８月１日（火）～ 18 日（金）

　（土・日曜日、祝日を除く 午前８時 30 分～午後５時 15 分）
※ 郵送の場合は、８月 18 日の消印のあるものまで有効
■１次試験
● 試験日　９月 17 日（日）
● 試験会場
▷伊万里有田共立病院
　佐賀県立佐賀工業高等学校（佐賀市）
▷伊万里・有田消防組合
　市民会館
● 試験内容
▷伊万里有田共立病院、伊万里・有田消防組合
　高等学校卒業程度の教養試験

■申込書・試験案内の請求
▷下記で配布します。
▷郵送での請求は、封筒に『採用試験申込書請求』と朱書

　きし、120 円切手を貼
は

ったあて先明記の返信用封筒（角
形２号・Ａ４サイズ）を同封してください。

■申込・問合先
▷伊万里有田共立病院

〒 849-4193　有田町二ノ瀬甲 860 番地
伊万里有田共立病院事務局 （☎㊻２１２１）

▷伊万里・有田消防組合
　〒 848-0027　伊万里市立花町 1355 番地 3
　伊万里・有田消防本部総務課総務係（☎㉓２１１６）

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

看護師 ４人程度
昭和 57 年４月２日
以降に生まれた人

看護師の免許取得者、または平成 30 年３月 31 日までに免許取得見込み
の人

事務職員 １人

昭和 62 年４月２日
から平成 12 年４月
１日までに生まれ
た人

次の条件のいずれかを満たす人
①平成 29 年４月１日現在、伊万里市または有田町に住民登録し、引き続

き居住している人
②伊万里市または有田町に居住していた人で、当時生計を同じくしていた

２親等以内の親族（①に該当）を残し、市外または町外に居住している人

▷伊万里・有田消防組合

※ 詳細は、『平成 29 年度伊万里・有田地区医療福祉組合職員採用試験案内』で確認してください。

※ 平成 29 年度の救急救命士国家試験を受験予定の人は、消防士の試験区分による受験となります。
※ 詳細は、『平成 29 年度伊万里・有田消防組合職員採用試験案内』で確認してください。

伊万里有田共立病院／伊万里・有田消防組合の職員を募集します
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■ 開示請求（５件）の内訳
▷地籍調査作業日誌（３件）
▷地籍調査の際の立会い確認に係る書類
▷戸籍の証明書の交付状況

※ その他軽易な個人情報の開示（40 件）

インフォメーション

● 問合先　情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３３）

請  求  件  数 40 件

処理状況

公　開 25 件

一部公開 11 件

非公開 2 件

取下げ 2 件

審 査 請 求 0 件

実施機関 情報公開
請求件数

軽易な情報
公 開 件 数

市　長

総務部 5 件 142 件

政策経営部 2 件 0 件

市民部 5 件 1 件

産業部 4 件 0 件

建設部 12 件 392 件

水道事業管理者 4 件 455 件

議　会 4 件 1 件

教育委員会 4 件 0 件

計 40 件 991 件

諮問件数 答申件数

9 件 9 件

■個人情報保護審査会の状況

■情報公開請求の処理状況

■実施機関別請求状況

■ 情報公開請求（40 件）の内訳
▷損害保険・共済契約（自動車保険、火災保険、傷害保険、賠償

責任保険）平成 27 年度分の証券写し（17 件）
▷里道・水路の譲与図面（法定外公共物特定図面）（６件）
▷平成 27 年度伊万里市政務活動費収支報告書（４件）
▷平成 28 年度国民健康保険柔道整復師療養費支給申請書点検業務

委託、平成 28 年度国民健康保険および生活保護における診療報
酬明細書点検業務委託の入札説明書、入札・見積合わせ参加業者
および各業者の応札金額、仕様書、契約書および契約金額（３件）

▷有田川取水・導水施設更新事業　有田川取水ポンプ場機械・電
気設備工事の金入り設計書（２件）

▷平成 24、25 年度社会福祉法人の資金収支計算書、事業活動収
支計算書、貸借対照表、財産目録、現況報告書

▷新天町の地籍が分かる確認資料（画地原子表、面積（座標法）
計算書、基準点、出来形重図、出来形確認測量図）

▷用地買収に係る契約書（物件移転補償契約書、土地売買契約書
および測量図面）

▷公民館総合補償制度に関する平成 28 年度加入証書写し、平成
28 年度加入公民館明細書写し、平成 25、26、27 年度の事故
件数および支払保険金額（平成 28 年度は途中経過分）

▷平成 27 年度に伊万里市民図書館で購入した資料の一覧
▷平成 27 年度固定資産評価替に係る鑑定評価書
▷有田川浄水場更新事業 電気設備工事、有田川浄水場更新事業 

機械設備（その１）工事、有田川浄水場更新事業 機械設備（そ
の２）工事の金入り設計書【取下げ】

▷伊万里市が所有する公共構造物の名称、所在地、構造、面積、
建築年度【取下げ】

※答申件数９件のうち２件は平成 27 年度中の諮

問に対するもの
◆伊万里市個人情報保護審査会
　市が保有する情報を目的外利用・外部提供などをする場合は、

審査会で諮問・答申します。

平成 28 年度　情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況

◆◇ 情報公開制度 ◇◆

◆◇ 個人情報保護制度 ◇◆

　
不
用
な
日
用
品
や
雑
貨
な
ど
を

持
ち
寄
っ
て
出
店
し
ま
せ
ん
か
。

●

日
　
時
　
９
月
23
日
（
土
・
祝
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
市
役
所
裏
の
公
用
車

車
庫
と
そ
の
周
辺

●

出
店
資
格  

リ
サ
イ
ク
ル
に
興
味

を
持
つ
市
内
在
住
の
個
人
や
団

体
（
18
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●

出
店
料
　
無
　
料

●

応
募
方
法
　
環
境
課
や
各
町
公

　
民
館
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
記

入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

募
集
区
画
数
（
先
着
順
）

　
25
区
画
程
度
（
幅
２
・
５
㍍
、
奥

行
６
㍍
、
屋
根
あ
り
）

●

募
集
期
間

８
月
10
日
（
木
）
〜
25
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

バ
ザ
ー
出
店
者
募
集

↑昨年のリサイクルフェア
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インフォメーション

児童扶養手当

■ひとり親家庭等医療費助成とは

母子・父子家庭の父母とその養育
する児童、父母のいない児童が、
健康保険により医療機関で診療を
受けた場合、医療費の自己負担の
一部を助成します。

● 助成対象者
▷母子・父子家庭の父母

20 歳未満の児童を養育してい
る人

▷児　童
18 歳に達した日以後の最初の
３月 31 日までの間にある人

※ 所得制限などがあります。
● 助成額

受給資格者が医療機関などで受
診し、支払った一部負担金から
入院・外来を問わず１人１月
500 円を控除した額

● 助成金申請の期限
医療機関などで受診した月の翌
月から起算して１年以内

● 新規申請（随時受付）
認定を受けると、申請した日の
診療分から助成します。

■特別児童扶養手当とは

特別児童扶養手当は、身体・知的ま
たは精神に中度以上の障害がある
20 歳未満の児童を養育している父
もしくは母、または養育者に支給さ
れます。該当する児童がいる母子
家庭などには、児童扶養手当と併
せて支給されます。ただし、対象と
なる児童が児童福祉施設などに入
所している場合は支給されません。
※ 所得制限などがあります。

● 手当額（月額）
▷障害１級該当児童・１人につき

51,450 円
▷障害２級該当児童・１人につき

34,270 円
※所得制限によって、支給停止に

なる場合があります。
● 次の場合は、届け出が必要です
▷対象児童が福祉施設などに入所

したとき
▷対象児童または受給者が住所を

変更したとき
▷対象児童の障害の程度が変わっ

たとき
▷引き続き手当を受けようとする

とき（再診断）
● 新規申請（随時受付）

県知事の認定を受けると、申請し
た月の翌月分から支給されます。

■児童扶養手当とは

児童扶養手当は、父母の離婚や父または
母の死亡などにより、18歳に達した日以
後の最初の３月 31日までの間にある児童
または 20歳未満の障害児を養育している
ひとり親家庭の父もしくは母、または養
育者に支給されます。
※ 所得制限などがあります。

● 手当額（月額）
▷全額支給の場合　　　　  42,290 円
▷一部支給の場合

9,980 円～ 42,280 円
▷加算額
 ○ 第２子
　（全額支給の場合）　　　    9,990 円
　（一部支給の場合）

5,000 円～ 9,980 円
 ○ 第３子以降・１人につき
　（全額支給の場合）　　　　 5,990 円
　（一部支給の場合）

3,000 円～ 5,980 円
※本人および同居の家族の所得によっ

て、手当額が算定されます。
● 次の場合は、届け出が必要です
▷受給者や対象児童が婚姻（事実婚を含

む）したとき
▷受給者や対象児童が公的年金を受ける

ようになったとき
▷対象児童が受給者の生計と別になった

とき
▷児童または受給者が住所を変更したとき
▷対象児童の人数が変更になったとき
● 支給制限

父または母である受給資格者に対する
手当は、支給開始月から５年または支
給要件に該当した月（父子家庭の場合
は、平成 22 年８月１日から起算）か
ら７年を経過したときは、手当額が２
分の１になります。就業または求職活
動、就業が困難なことなど、いずれか
証明できる書類を提出するとこれまで
の手当と同じ額が支給されます。

● 新規申請（随時受付）
認定を受けると、申請した月の翌月
分から支給されます。

現在受給している人は、現況届・更新手続きを忘れずに！
※ 該当する人には、事前に通知します。

● 受付期間
　８月 14 日（月）〜 25 日（金）
　午前８時 30 分～午後５時 15 分

※ 土・日曜日は、除きます。
● 受付・問合先
▷児童扶養手当、ひとり親家庭等医療費助成

　福祉課子育て支援係（　 ☎㉓２３１０）

▷特別児童扶養手当

　福祉課社会福祉係（　 ☎㉓２１５６）

ご存じですか  子育てを応援する制度

特別児童扶養手当 ひとり親家庭等
医療費助成
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インフォメーション

○募集施設一覧

　市では、民間事業者を含む幅広い団体が公の施設の管理運営を代行できる

『指定管理者制度』を導入しています。今年度指定期間が満了となる施設につ

いて、平成 30 年４月から管理運営を行う指定管理者を募集します。

● 応募要件
▷指定管理者に応募ができるのは、法人その他の団体のみ

です（個人での応募はできません）。
▷各施設で開催する現場説明会に必ず出席してください
（欠席した場合、応募資格はありません）。

● 募集期限
　８月 31 日（木）
● 募集要項
　各担当課で配布しています。
※ 募集要項は、市ホームページからもダウンロードできます。

● 指定管理者制度の概要
　この制度は、公の施設の管理運営に民間の能力を活用し、

住民サービスの向上と経費の削減を目的に導入していま
す。管理者の指定には、公正さを保つために市議会の議
決が必要であるほか、管理運営が適正に行われるよう、
サービスの確保や個人情報の保護などについて、市が指
導します。

● 募集施設
　民間事業者などのノウハウ導入の効果が期待できると判

断した下記施設について、指定管理者を募集します。

番号 施設名
現場説明会

担当課名
日　時 場　所

１ 市営駐車場 ８月 18 日（金）
午前 10 時

駅ビル（市民ギャラリー） 企業誘致・商工振興課商工振
興係          （☎㉓２１８４）２ 駅ビル ８月 17 日（木）

午後１時 30 分

３ 老人福祉センター ８月 10 日（木）
午前９時

市役所（第３会議室） 長寿社会課高齢福祉・介護
認定係       （☎㉓２１６２）

４ 老人憩の家
（波多津・大川・山代）

８月 10 日（木）
午前 10 時 30 分

皆さんのアイデアを施設運営に生かしてみませんか

公共施設の指定管理者を募集します

● 問合先　契約監理課契約監理係（　 ☎㉓２１７６）

　
中
華
料
理

　
皆
さ
ん
は
中
華
料
理
と
聞
く

と
、
何
を
思
い
浮
か
べ
る
で

し
ょ
う
か
。

　
日
本
の
中
華
料
理
は
大
き
く

４
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
京
ダ
ッ
ク
や
水
餃
子
な
ど
を

代
表
と
す
る
北
京
料
理
、
麻
婆

豆
腐
に
代
表
さ
れ
る
四
川
料
理
、

フ
カ
ヒ
レ
ス
ー
プ
や
シ
ュ
ウ
マ

イ
、
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
を
得
意
と

す
る
広
東
料
理
、
八
宝
菜
や
小

籠
包
、
ワ
ン
タ
ン
が
代
表
的
な

上
海
料
理
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

皆
さ
ん
も
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

料
理
ば
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
中
国
で
は
、
中
華
料

理
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
面
積

が
広
く
、
料
理
の
種
類
も
多
い

た
め
、
私
も
見
た
こ
と
も
食
べ

た
こ
と
も
な
い
料
理
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　
中
国
で
は
、
よ
く
中
華
八
大

料
理
と
称
さ
れ
る
、
山
東
料
理
、

四
川
料
理
、
湖
南
料
理
、
江
蘇

料
理
、
浙
江
料
理
、
安
徽
料
理
、

福
建
料
理
、
広
東
料
理
の
大
き

く
８
つ
に
分
け
る
区
分
法
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
ご

と
に
食
材
も
異
な
り
、
調
理
法

や
味
付
け
も
地
域
差
が
大
き
い

で
す
。

　
日
本
に
来
て
か
ら
、
よ
く
中

華
料
理
に
つ
い
て
の
質
問
を
さ

れ
ま
す
が
、
同
じ
料
理
で
も
地

域
ご
と
に
味
付
け
が
変
わ
っ
た

り
、
普
段
食
べ
て
い
る
料
理
も

異
な
っ
て
く
る
た
め
、
ど
う
答

え
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ほ
ど
、
中
華
料
理
は
中

国
国
内
で
も
細
分
化
さ
れ
て
お

り
、
中
国
人
で
も
聞
い
た
こ
と

も
な
い
、
見
た
こ
と
も
な
い
料

理
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
中
華
料
理
は
世
界
中

に
広
く
普
及
し
、
ま
た
、
現
地

化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
日
本
の

の
中
華
料
理
は
、
中
国
で
食
べ

た
こ
と
が
あ
る
も
の
で
も
、
味

が
日
本
人
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
さ

れ
、
中
華
と
は
ま
た
別
の
新

し
い
料
理
の
よ
う
な
感
じ
が
し

て
、
新
鮮
で
し
た
。
皆
さ
ん
も

中
国
に
行
っ
た
時
に
は
、
ぜ
ひ

い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
料
理
を
食

べ
て
、
味
比
べ
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

李リ 

瑩エ
イ

さ
ん 

リ
ポ
ー
ト
⑤ 

中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生
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インフォメーション

大
塚
製
薬
株
式
会
社
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
健
康
増

進
の
た
め
の
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

業
支
援
や
働
く
場
の
創
出
に
よ
る

雇
用
確
保
な
ど
、
地
方
創
生
が
促

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ナ
レ
ッ
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
と

進
出
協
定
を
締
結

　
６
月
29
日
、
ナ
レ
ッ
ジ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
株
式
会
社
（
福
岡
市
）
が

伊
万
里
市
に
進
出
し
、
Ｐポ

Ｏ
Ｒル

Ｔト
Ｏ

株
式
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
に
伴

い
、
同
社
と
市
は
進
出
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
事
業
や
、
伝
統
産
業
、

観
光
産
業
な
ど
地
域
の
産
業
と
ド

ロ
ー
ン
、
人
口
知
能
技
術
な
ど
最

新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
結
び
つ
け

る
事
業
な
ど
を
展
開
す
る
計
画
。

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
の
拠
点
で

あ
る
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｏ
３
３
１
６
Ｉ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｉ
の
運
用
管
理
も
行
い
、
起

↑「自社のノウハウを注ぎ地元産業の価
　値を高めたい」と話す森戸裕一社長（左）

↑県内２番目となる協定を締結した大
　塚製薬の後藤支店長（左）と塚部市長

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
６
月
１
日
〜
30
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

《
教
育
振
興
奨
励
基
金
》

▼

十
万
円

　
前
川
　
日
司
（
大
川
内
町
市
山
）

▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

健
康
面
で
の
視
点
を
取
り
入
れ
る

き
っ
か
け
作
り
な
ど
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
展
望
を
話
し
ま
し
た
。

　
７
月
３
日
、
大
塚
製
薬
株
式
会

社
福
岡
支
店
（
福
岡
市
）
と
市
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
健
康
増
進
に

関
す
る
活
動
を
円
滑
に
推
進
す
る

た
め
の
連
携
と
協
力
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
体
育
や
食

育
の
推
進
、
災
害
協
力
な
ど
で
連

携
。
伊
万
里
ウ
オ
ー
ク
や
伊
万
里

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
運
営
協
賛
や
、

体
育
・
健
康
増
進
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
の
連
携
・
協
力
を
行
い
ま
す
。

後
藤
寛
雄
支
店
長
は
、「
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
に

●

対
象
物
件

　
栄
町
（
団
地
内
）
市
有
地

▽
所
在
地
　
大
坪
町
字
葉
蓋
甲

２
４
４
３
番
１
４
４

▽
地
目
　
雑
種
地
（
２
９
５
㎡
）

▽
予
定
価
格

　
３
２
４
万
２
０
５
０
円

●

募
集
期
間
　
随
時

●

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出（
財

政
課
管
財
係
に
設
置
）

●

申
込
・
問
合
先
　
財
政
課
管
財

係
（
　
☎
㉓
２
１
１
３
）

↑対象物件

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

海
水
浴

　
夏
と
い
え
ば
海
、
海
と
い
え
ば

海
水
浴
。
昔
は
よ
く
集
落
単
位

で
海
水
浴
場
に
出
か
け
た
も
の

で
す
。
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
の

夏
の
砂
浜
は
人
が
溢
れ
ん
ば
か

り
で
、
ま
さ
に
『
芋
の
子
を
洗
う
』

よ
う
な
に
ぎ
わ
い
ぶ
り
で
し
た
。

　
私
が
住
ん
で
い
た
地
区
に
は

海
が
身
近
に
あ
り
、
小
学
生
時

代
の
海
水
浴
と
い
え
ば
、
漁
船

に
分
乗
し
て
イ
ロ
ハ
島
の
一
つ

で
あ
る
『
前
島
』
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
前
島
に
は
砂
場
が
少

な
く
、
岩
場
の
合
間
に
入
り
友

達
と
海
に
潜
っ
て
は
魚
を
追
い

か
け
た
り
、
た
ま
に
は
カ
ブ
ト

ガ
ニ
に
出
会
っ
た
り
し
た
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
時

は
真
珠
養
殖
業
が
盛
ん
だ
っ
た

の
で
、
潜
っ
て
採
っ
た
ア
コ
ヤ

貝
の
稚
貝
を
業
者
に
引
き
取
っ

て
も
ら
い
、
家
計
の
足
し
に
し

た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

し
て
も
海
か
ら
あ
が
っ
て
食
べ

た
弁
当
の
、
塩
っ
ぽ
い
味
の
玉

子
焼
き
が
お
い
し
か
っ
た
こ
と

は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
伊
万
里
市
に
は
、
イ
マ
リ
ン

ビ
ー
チ
と
い
う
風
光
明め
い

媚び

な
海

水
浴
場
が
あ
り
ま
す
。
平
成
３

年
に
黒
川
町
福
田
の
海
岸
に
大

量
の
砂
を
運
ん
で
造
ら
れ
た
人

工
海
浜
で
、
伊
万
里
湾
の
奥
に

あ
る
た
め
波
静
か
で
安
全
。
水

質
も
上
々
で
子
連
れ
で
も
安
心

し
て
楽
し
め
る
場
所
で
す
。
最

近
は
海
で
泳
ぐ
人
が
少
な
く

な
っ
た
気
が
し
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
に
は
毎

年
３
万
人
を
超
え
る
人
が
訪
れ

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
砂

浜
の
美
化
や
遊
泳
の
監
視
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
地
元
福
田

区
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

　
確
か
に
海
は
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
で
す
が
、
学
ぶ
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
少
し
ず
つ

慣
れ
親
し
ん
で
広
い
海
に
身
を

ゆ
だ
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私

も
子
ど
も
の
こ
ろ
、
海
面
を
背

に
ぷ
か
り
と
浮
い
て
青
空
を
眺

め
た
り
、
ち
ぎ
れ
雲
を
目
で
追

い
か
け
た
り
し
た
も
の
で
す
。

　
海
の
浮
力
を
体
感
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ぜ
ひ
イ
マ
リ
ン
ビ
ー

チ
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

市長雑感

伊万里市長

塚部 芳和
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